
蘇周刊》

 

　
融日昭和2膨8月6霧 饗望9層

 

闘斯蟻(月曜8)昭響024鋸3月7已ぐ一■,

鱗
糊

京都大学新聞社

蝉 奨牒 番,

 

大
学
法
近
く
國
会
上
呈
か

反
対
の
声
山局
し

望
ま
れ
る
民
主
的
法
案

日
本民
宅
化
の
一濃
と
して
新
敢
濁制
慶
が
輿
施
され
穴
学
もい
よ
く
巫
毎度
から
輕

に切
浄
え
られ

る
こ
とに
な
り、
ζ
」
に大
学
法
の作
成
が
日鶴
に
の
ほり
、
昨
年簾
各
万面
か
ら
慧
兇
が
出
さ
れ
て
きた

が
、近
く
再
開
され
る
第
五國
会
へ
の提
出
が
必須
と
見
ら
れる
に
騒
るや
、
修
正原
漏
の
発
衷を
ま
た
ずし

で
反対
の
〃の
ろし
"
は各
穴
掌
を
お
おつ
て
い
る、
他
圏
で民
壬
的な
制
度
も
日本
に
も
つて
く
る
と必
ず

し
も民
主
的
に窮

さ
れ
るだ
け
の
継余
的
蓬
盤
を持
た
な
い
日本
の
牲殊
注
こ
そ、
こ
の
法
凝を
鐵
に
〃民

圭
的
"
に剛
り
出蕉

で
あ
ろう
、
ずで
に
原
累は
完
成
し
て
いる
と
いう
話
で
ある
が
、
速か
に
公
開
し、

昌
需
な
る関
心
をよ
せ
て
い
る大
掌
の
法域
を
民
主的
に
守
ら
んと
ず
る人
凶の
窟
兜を
き
か
ねは
な
ら
ぬで

あろ
う

制㎜㎜

㎜

　
混
迷
す
る
対
策

原
案
発
表

先
決
問
題

蓬

攣
宅、
蟄

、鷺

の嘱

らの
問
麗
では
な
く
、こ
れ
こ
七≡

が協
力
して
た
」
か
わね
ぱ
な
らぬ

とで
あ
る
とい
う
趣旨
にも
と
つい

同掌
↑
で
は敬
撲
、
職組
、
各
掌部

治
鋏に
よ
び
かけ
=
月廿
六
日
午饅

二時よ
り
踊
三禽
議
堅
で趣
絡
こ
ん談

を開
い
た
が、
そ
の
帯な
る
タ
欝は

の
遡り
で
ゐる

上
蕊

長

現
在大
掌
法
凋
は

ど
うな
つ
て
い
るか
全甑
分
ら
な
い

昨
年
難

釜
襲
され
た
猷
踊

に
は
反対
意
兜
が各
方
面か
ら
出
さ

れ
、
大学
は
勿
麹
高
噂
校で
奄
統

噸的
に反
対
し
てい
る
よ
うで
あ
る

ロ今魔
の議
鑓に
は提
出
さ
れな
い
だ

ろう
と
推測
さ
れ
るほ
ど
世舗
が
ふ

つと
5
して
い
る、
原
鋼
が出
れ
ば

こ
つ
そ
り通
渦
させ
る
よ
う
なこ
と

は
な
く
必ず
総
畏
に照
会
が
ある
は

ず
で
蓼
・
そ
の慶

こ
&
ぞ

を
あ
げ
る
べき
であ
る

鵬
(法
)
掌
崔
、教
撲
、
職尉
と

の三
暫
協認
臼
を
つく
る
こ
と
に
つ

いて
は
学
濱

はど
う
思
うか

上

これ
は
}鱒
大
学
法
と別
の

こと
に
な
るが
、
学生
が
学
被行
政

に
つい
て
い
ろい
ろ意
見
を
い
うこ

とは
詣
笈
え
ない
、
がし
か
し
これ

、

に
一襲

権
を
持
つこ
と
には
反

対で
あ
る

山
口
(法
)
文
部
次
冒は
今
陶
の國

会に
大
掌
法
が出
る
と誉
つて
い
る

その
見
通
し
がつ
け
は具
体
的
活勘

方
針を
き
めた
い

野
村々
(経
)
出
て
か
らで
は
お
そ

差

崔
活
竈
舗
葦

器

翁
では
早
禽
昊
差
轟

生
師師
掌
校
生な
ど
を
対象
に
学
生

罐
齪
義
鶴
鯉
壁

情
、
アル
バ
イ
トの
駄
況掌
童
な
ど

に
つ
いて
の
全
股
飽な
翼
醐
査
に
曽

し
た
がも
れ
の
費料
は近
日甲
に
整

備
さ
れ
、掌
生
の
指導
お
よび
掌
生
の.

、
履田鮮
融
に使
用
され
る
予
足

あ
る
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いか
ら
今
から
十
分
弱
刀
届活
動
を

展開
せ
ね
は
なら
ぬ

、耀
纏

 
難
波
(経
)

出な
い
に
ζ
した
こ
と

は
な
いの
だ
から
、
出
な
いよ
う
に

張
力
に巫
η
ず
ると
も
大
切で
あ
る

全
國
的
大
運
動
へ

大
挙
法
案
反
対
厭
起
大
会

大

京
大
で
は
、去
る
=月
廿
八

★
爪

日
午
隣
=曙
よ
り
・艮
掌
同

中
魑
の下
に
大
窪

鵠反
塑
撒起
大
会

を
開
鰯
した

ま
ず
「授
藁料
値
上
網対
反
対
、減
免

制
の
陥
耳
」を
ス
ロ
ーガ
ン
と
して
教

授、
先
鯉
、ボ
ス
に
審附
金
を
仰ぐ
器

生虫
的
対
榮を
廃
し
、國
療
予
路そ
の

もの
に
対し
濯
動
を
■驕
開ず
べ
きこ
と

この
滋
瞭か
ら
大
学
法反
対
の
下
に大

力
説
「薗
切
り
絶
対反
対
、
中活
樫
を

守
(
う
」と
ス
ロ
ーガ
ンを
提
案し
た

さら
に
民科
を
代
顎し
て
束
大
人文
科

掌
研
究
所髄
、
河
野面
三
氏
よ
り研
究

掌徒
を
オミ
ッ
ト
して
扇
本
交
化
をく

つが
え
さん
と
ず
る
穴掌
法
謝
に反
対

器
護
鷲
鞠
爺
雛

街の
慨
民地
化
に
反
対
、昆
族
交化
を

守れ
」
壼
漏
し
た

最懲
に
京大
細
胞
代
表
細
川
霜
より

一、
大
掌
法絶
難

濡
ぴ
つ
いて

行勧
を
お
こず
t
と
ー二
、敦
授
m匿
に

嬉
埋飽
に
働
きか
け
て
これ
と
統
一据

動
をお
ζ
す、
…
、
=月
岬日
の
円
山

公園
人
民
大会
に
舞
3
加
一大
國
民

蓮
動
を
展
しよ
う
、
と吉
う
ス
ロー
ガ

ンが
堤
出
され
そ
の具
体
第
とC
て
、

全
國
大
掌
法
峯対
閑協
韻
会
を握
躍
し

た最
慶
に
、
衆話
院
認
髄志
賀
覇
雄比
の

メ
ソセ
ー
ジが
あ
る
ζと
に
な
って
い

たが
、
不
管
のた
め埋
掌
部
学
生自
治サ

倉代
讃
に
より
授
巣
自治
管
理に
つい

ての
説
明
、
獅済
掌
部同
好
会
代衰
の

厘
贋行
動
を
おこ
し
た委
働
臼
に
つい

て
の睨
明
あ
つた
の
ち
、酎
論
に入
り

先
遡の
四
ス
ロー
ガ
ン
を柏
中
をも
つ

て
確紹
し
、
さら
に
肩
志
によ
る
同掌

会
へ
のデ
差
行
う
こ
とに
し
毒

=

時
三
十分
大
倉は
羅
了
した

法
案
の
公
開
要
求

,

大
学
法

・

京
都
にも
「大
掌法
対
策
蒐都
地
万
協

議
葺
」が
結
成
され
そ
の
初
会合
が
=

月
廿七
日
午
鰻
=時
よ
り
京
大工
学
部

小
会
藩嚢
で
開
かれ
だ
、
謬
四
百は
各

掌
校
腋組
、
目治
会
お
よ
び民
科
の
代

表
楢
で
、大
阪
医大
田
内
年
疏敦
授
、

三
臨
丹羽
敢
撰
な
ど葺
十
名
が輿
つ
た

漢
棄
本
万
針
とし
て

民
族
の交
化
とネ
享
技
備
低下
破
壌

す
る
よう
な
大掌
法
原
累
嶺似
の
法

議
に
絶対
反
対す
る、
新
法
案を
圖

ち
に
公開
し
目本
掌
備
会
臨
、を
闘

　
　
ゑ

ゆ
おな
ら
び
に
　ウ
は

蕪
睡

を開
煩
ず
るた
め
に
(
})
冒縮瀞曽

蒙
活
蓼

(二)
そ
のた
め
に
輿
行

釜樋
、
大
阪商
大
、
三
高、
京
大
の

行動
除
は
本協
醸
会
の
指輿
の
下
に

'
括
動ず
る
会
を作
り
、当
日
出
席
誉

全働
を
も
つ
て
これ
に
当
る

そ
の組
織
と
して
(イ
)寛
講
情
報

識開
か
る

部
、(ロ)
財
故
部、(ハ)
組織
活
動

指
導
部
を確
立

委
醐
長
には
東
大
職
墾
鱒
畏四
山
工

,掌
部
助
赦授
が
・
鮎
蚕的
畏
は京
大
同

学
臼
大
学
制腱
紺
策委
爵
長
加
瞭敏
之

(法
)
が選
は
れ
四時
牟
閉
会し
た

ー
'

学
園
三
月
の
ス
ケ
ツ
チ

同
團
結
して
隙
う
こ
との
必
饗
が東
大

」艮
学
圓
代袈
、
加
藤
8
によ
つ
て提
築

ざ
れ
た

つい
で
東
穴職
組
姿
魯
凋、
西
山卯
三

氏
よ
り
、
臨曙
職
爲
解
履の
現
駄
の醗

}明か
あ
り
、
大掌
法
嬬
が通
過
ずれ
は

臨峙
職
鱒
の
大騒
が
解
履せ
ら
れ
、大

学
の教
脅
、
研究
の
趣
行が
不
司
能
と

され
る
ば
かり
で
な
く
日本
の
叉
化は

根薩
か
ら
く
つが
え
さ
れて
し
凍
う
と

を

ー

く
く
く
く
く
く
く
く
く
…

①

`
ζ
く
く
く
く
く
く
、く
…

ζ
ー

ξ

大
掌
聖の
春
は
掌
生未
鼠
瞼
の終
了
と

と
も
に始
ま
る
。
二月
の
ど
んよ
り
し

た
天
氣
の中
で
つ
ぎハ
＼
と叢
磁
の
講

義
が
行
われ
る
よ
う
にな
る
と捨
に
数

累
は
に
ぎ
やか
に
なり
、
せ
めて
一,度

乾
け
で
も教
撲
の
頽
をみ
て
おか
ね
は

とい
み

で日
頃
は
閑散
な
醐
義も
席

薙
く
な
って
立
つて
ノ
オ
ト
をと
る

よう
に
な
つて
く
る
。そ
し
てプ
リ
ン

ト
の賀
行
も簡
ピ
ツ
チ
に上
昇し
、
例

の如
く
で
あ
るが
有
憺会
や
同好
余
の

プ
リ
ント
は予
約
制
をと
つ
て
い
るた

め
に用
颪
の思
い
学
筆
には
串
に入
ら

ず
、昨
年
度
の脚
義
を
その
ま
L
硬
つ

て
い
る非
良
心的
な
職
榮プ
リ
ン
ト屋

の
門
をた
、
く学
生
も
一向
少
く
はな

つて
いな
い
。今
年
は
文掌
部
学
及会

で
も翼
面
目
な
(?
)
掌
穿の
鼓
臼
に

答
えて
西
注
史
や倫
理
学
のよ
う
な
隔

要の
多
い
冒
に
つ
いて
は
プ
リ
ント

を
発
行
ず
るよ
う
に
な
つた
。

.

お恒
段
は
噌科
目
五
十円
か
ら
白円
位

につ
き
、十
科
目
置
えば
八
百円
位
、

雰
客

雌を
テ
キ
スト
代
り
に使
つ

て
い
る
融蝦
も
着
干
あり
、
そ
れか
=

百
円
も
ヨ白
円
も
ず
るの
た
か
ら総
費

岡
千
二
、
=一百
円
を
鞭し
試
験
をう
け

るの
も
なか
く

榔済
的
な
観
颪か
ら

言
つて
も馬
脚
に
な
らな
い
。
しか
も

プ
リン
ト
の原
稿
は
掌
牛の
ノ
ー
トな

のだ
か
ら
、誤
字
、
睨
字は
勿
諭
のこ

と
、氣
を
つ
けて
よ
んで
い
る
と
論埋

の
さ
炉さ
漢
にな
つ
て
い
るも
の
もあ

り
、臓
用
の
おけ
な
い
こ
とは
背
に
ま

さ
る
とも
劣
0は
し
な
い
、時
に
は印

刷
露で
お
く
れて
間
に
Anわな
い
こ
と

が
あ
つた
り
、経
済
学
部
の粟
注
悟済

距
の
ごと
き
は
あま
り
に
脚れ
ず
ぎ
て

、

'最羅
回
に
わ
たす
十
貝
はか
り
が
大分

不足
し
、
試
瞼の
前
夜
に印
刷
屋
まで

取
0に
行
つ
てく
れ
と
いう
褐
不が
出

た
の
で
の
こく

取
り
に行
つ
た学
生

も大
分
あ
つた
が
、全
熟
刷
れ
てお
ら

ず、
一部
だけ
の
こ
って
い
る
のを
課

ま
せ
て
も
ら
つた
が
、ど
う
も娩
氣
が

さし
て
明
目は
振
ろう
と
考
えで
み
た

が
、
プ
リ
ント
彫
の
おや
じ
か
らプ
リ

"
紫
式

部

日
記

〃

暫
学
年
末
試
験
風
景

づ
ント
企
禦
の話
を
き
く
う
ち
にだ
ん

く
面
白
く
な
つて
、各
学
部
自
治臼

の利
潤
率
に
衷で
詰
が
およ
び
、
さら

に
商脚
と
は
い
え猷
験
に
間に
合
わず

た
め認
日
徹
夜
で原
紙
を
切り
腱
写
版

を
ず
つて
い
る
こ
と
を
きい
て
感
激

し
、
徹夜
で
勉彌
し
て
鰻
事受
瞼
し
た

学
生
もい
る
。

粟
大
の学
宅
は
眼
舎の
翼
が
黄は
む
頃

か
らず
で
に受
瞼
嘘勢
にい
る
そ
うで

あ
るが
、
東齪
で
は
せん
な
話
は激
多

に
認か
れ
ず
、晩
秋
の東
の
景
色
に名

残
りを
憶
し
むこ
と
に忙
し
い
わけ
で

もな
い
が
、プ
リ
ン
トが
田
れ
喧
める

のも
精
々
十
二月
の
終か
ら
一月
にか

けで
で
あ
る。

日
閑は
面白
い
科目
も
いざ
鼠鹸
と

な
ると
た
ち衆
ち
味
蝋な
く
な
り
、切

も
味
氣

な

し
に
拾
つ
凹

角
机
の前
に
向て
も
私
㎜や
難
講
を
め

く
つた
り
、
あら
ぬ
嬬
念に
ふ
け
る亀

が
多
く、
氣
晒し
に
女
廟の
牛
徒
の下

宿
へ
りん
ご
を
も
つて
遊び
に
ゆ
く
と

他
に
=人
も
男
の掌
宅
が
策て
け
た
り

ず
る
と盆
々
ユ
ウ
ワツ
に
な
る
「明
日

は
何
の試
瞼
で
ずか
」
と閤
われ
て
農

掌
部
の
掌宅
は
「果樹
園
齢
掌で
ず
」

　

静
済
掌
部
の掌
牛
は
「原
側
計輝
諭
で

ず
」
と答
え
て
いる
が彼
女
奪
の関
心

を
ひさ
つ
け
ゐこ
と
は
出渠
な
いが
、

そ
こは
貰
えた
り
と
いえ
ど
も
交掌
部

部
とも
な
れは
「紫
式部
日
酬
でず
」

と誉
え
ば
「ま
あ
素
繭し
い
わU
」
と

感
軟し
て
くれ
ゐ
こ
とが
埋
冥
から
取

り
のこ
さ
れよ
う
と
し
てい
る
彼導
に

と
つて
准
一の鼠
ぐ
さ
みで
あ
スう
。

4

大
学の
蹴
強
にお
け
る
大膏
な
特
嗣は

出題
さ
れ
た
問題
に
自構
が
な
けれ
は

環
稿し
て
出
る
自由
を
あた
え
られ
て

い
るこ
と
ご
あ
る。
と
こ
ろが
肝済
掌

部
では
本
年
匿
から
こ
の特
磁
が
取
よ

け
られ
、
入
つた
ら
鱒
後
白敵
で
出
し

た
ら0
点
が
つ
き、
既
第
点
かつ
け
は

そ
のま
、の
こ
ると
い
う
憂目
に
あ
う

だ
け
に
ヤう
か
く
入
る
わ
けに
行
か

り

ず
、
見
璃山
を
はず
し
て
嵐
表を
つ
い

た
勝
本
敢授
の
「浅
法
総
則
」な
ど
あ

ちこ
ち
にた
め慰
が
きこ
え
て
いた
そ

うで
あ
るo
ぶ
つ
く
掌
宇
は
不
準を

い
って
い
る
がま
だ
目
治会
で
と
剃上

け
る
に
至
つ
て
いな
い
よう
ぐ
あ
る。

しか
し
い
か
に
舌し
い
とは
い
え猷
験

をう
け
て
臥定
の
阻位
をと
る
こ
とは

大分
嶋
が
下
つた
け
れ
ど査
、学
‡箴
」

と
いう
称
号
を
いた
野
くた
め
の
最も

韻
牌な
キ
段
であ
る
。
=年
固
で
手際

よ
曳ず
ま
せ
てし
ま
う
青
もあ
れば
晩

期
大成
と
か
まえ
て
、
卒藁
の
年
にふ

う
く

琶
い
なが
ら
十
四科
h
も
ウけ

る
猛
甫
も
い
る。
日
頃
の掌
生
遡
吻
も

一
鶏
謙
醐騎
雛
額
塗

一

考
え
て
いる
の
は
「意
腋
が
低い
」
の

か
「朔
騎
冒
が
あ
O」
の
か
知ら
雇
い

が
ま
ぎ
れな
い
翫
穿で
あ
る
。

終
っ
て
し酬
え
は
云り
行
く
も
の以
外

は
「ま
た
くる
審
ま
で
」
一年
嗣の
ひ

のひ
と
目
由
に研
究
し、
鋳
ぴ
、働
く

こ
とか
出
拠
るの
で
あ
・の。

3
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一§
3
≡

3
一脚一≡

3
§
≡
一3
≡
一一≡
一3
3
≡

=
≡

呂
一≡

§

謬
3
=
詔
≡
3
一3
一≡

≡
≡

§

≡
一8
3
3
≡

≡

=
§
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一一
一謬
冒
≡

≡

≡

=
一≡

=
3
≡
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一≡

一≡
含
≡

一
§
一≡
≡
一=
≡

3
三
…

塁
撰

螺
藷

研
究
所
生
る

部
・顎

に

コ、
繍
維
に
一、
計
六台
と
い
う電
チ

顯
倣
鯛
を
も
つ京
大で
は
こ
れ
らの
機

樋を
線
合
的な
磯
関
に移
し
、
凡て
の

研究
露
が
ノ
リー
に
これ
を
用
い
るよ

う
医
掌
部
帯川
、
工
掌
部加
藤
、殖
田

農
字
部
木
原敢
授
ら
が甲
心
と
なり
鰭

子
顕
微
鯛
研究
所
が
新制
大
掌
と同
噂

に発
昆
ず
る
、オ
任
には
加
藤
幅義
依

授
に内
定

特
別
奨
学
制
度
決
定

大日
本
育
莫会
で
は
本
年匿
の
企
顧と

τ
て
4
匁に優
塗

生
に対
し
て
特別

の奨
掌
生
制
匿を
殴
け
、季
均
月
韻ヨ

五〇
〇
円
砕匿
を
貸
輿ず
る
こ
と
にな

つた
、
こ
の制
匿
は
環
学生
の
多
い大

掌
高恥
か
ら
二白
五
十
名
を遡
放
搬用

ず
るか
、
こ
の鋪
與
金
に対
し
て
は返

露
緬
簾
袈
雛

除の
}

㎜}

学
年
末
試
験
風
景

千
人
近
くス
る
法
些
番
敢
宰
は曹
燭の
鷹
磯の
と
ざ
には
閑
散な
も
の
で
一

}
ある
が
、猷
験
と
もな
れ
ば
御露
の
湧
り
爾髄
、
時
聞が
灰
て
ど
つと
は
き
出せ
は
山
があ
た
つ
た
、あ
た
ら
一}

脚
ぬ、
と
妙
生に
坐
り
もせ
ず
に
酔是
に
忙
し
いう
ち
に
つぎ
の
時
間か
く
の
(M
)

一

■

葺
葦
≡
2一三
冨曇
一冒…
…
一三
冒善
三
■口筆
一≡
≡
網欄㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜㎜㎜9

.艶脇
顎畷

文
教
予
算
370

億
円
に

新
制
大
に
は
僅
か
六
億

政
吋
は廿
四
年
匿予
算
編
成
につ
いて

建
日予
鐘
蘭畿
を開
い
て
検酌
を
続
け

て
い
るが
、
廿
二日
の
璽
闘で
政
府
原

嘉
を
決冠
し
た
、廿
一日
大簾
省
主
計

周
か
ら反
剖
雀
に蓮
し
た
予算
内
示
に

よ
れば
、
交
部
予鐘
と
して
三七
〇
讐

円
を
認
めて
い
る、
政
府
の
二十
四
年

慶
予
鐸は
各
省
を通
じ
昨
年髄
の
孕
均

一削
五分
微
と癒
つて
い
るが
、
交
部

省
の
みは
標
螢
予算
の
=
割瑠
加
と
な

り
、
現金
に
して
約
百
七
十
億を
純
え

る
増
額と
な
つて
い
ろ
・

今
回
の父
部
予
算陳
罵
決
定
の圭
嘆
原

則

し̀薯

え
られ
る
も
の
は

(1
)公
務
員
に対
ず
る
手当
は
一切

み
と
めな
い
(2
)
敦
角委
飼
会
自

身
か訣

行
5
べき
仕
蹟
を交
部
省

で
團
接実
施
す
るこ
と
は
み
こめ
な

い
い3)
交
部
省
関係
職
髄
の厚
密

費
を
蚤
寒
み
騒

める
(4
)不

゜
誕
不
懸
と惚
め
ら
れ
る蔭
楽
は
一
切

稠
極
圏
に削
つ
た

こ
の
予
輝内
示
に
よ
'2て
管
内
の復
活

零
…8
層昌
零3曇
…
犀…
勇=審
3一帰一富…
一≡
一=3
診=一…
冒…
=一=8一一≡一3=
一≡
零一一…3
一一薗呂一一一零嵩一一葦藺憂
3§
;開一昌羅
一雷
…
ぽ冨署
33
…一383
曇
3ヨ
一一寓8
一2整
霧
騨一…
一一…
一§一櫓

　

㎜
脚扉

聾
肇
蝕
鑓
舞
惣
難
観
開職鹸
攻黙
鵡聾

酬

㎜
決
㎜

懇
難

難叢
饗
蝿
識
騨

　

　

春
近
し
七
九
稜

　㎜

京
都
に
も
十
大
学
誕
生
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㎜
の
審査
を
行
つた
か
、
二
十四
年

公
立
突京
都
立
大学
以
下
十四
校

一部
掌
部の
み
認司
留
隈
の
もの

五
校
、
不贈
格
公
立長
野
縣立
女

子
大
掌
以下
四
校
、私
立
日
本悩

済
大
学
架
三
+
校
かそ
れ
ぐ

快
定
さ
れた
、
詔
可保
留
に
な
つ

た
の
は
公立
で
は
浪速
大
学
の敢

青
掌
部
、泓
立
で
は塗
啄の
工掌

月
甲
旬
園行
わ
れ
る予
定

◇
卸
幡
絞

【公
由当
繋
京
都
立

(人
文
、理
、
工
腰
)債
済
市立

(商
)
浪
速
(工
、憂
)
名藁
科

穴
阪
市
立
(商
、
騒
、交
、
理
工

家
政
)
府
立大
阪
女
子
(掌
蟄
)

商
、
工
)同
志
継
女子
(掌
塾
)

立
命
館
(理
工
)
聡
谷(交)大
谷

(文
)醐
敏、
京
部
女子
(交
、
家

政
)
醜
頃女
宰
助
(曹
)脚
昌
女

子
藥
科
、近
畿
(理
、
工)
束
部

藁科
、
日本
(法
.文
、経
、塾、農

;一一闇一一一鵠=
工
、
第
二
工)
法
蚊
(法
、
経、

交
)
幽転宍
交∀
唄央
(法
、
醍

商
、工V甲央
労
働
皐園
(砒
会)

立
敦
(文、
降
)早
稻
田
(政
、経

法
、交
、教
角、商.理
工
)
学
曽院

(文
酸
、理
)
津
田
堀
(学
跳、

数
)
大阪
経
済
、慶
融
(交
、解

法
、
工
)愛
知
(法麟
、
交
)天

理
(文
)金
城
掌
院
(英
交
)麗

島
女
4
院
ρ英
◎々
箏
六
十
五
校

◆不
掴
格

【公
立】
長
野
輔
立

女
チ
、名
古
霞
扇
立友
子
、愛
知
膵

し

立客
丁、
北九
州

【私
V】樋
知
口
群済
、
関
西
大

(」)
松
晩女
.∵、
大阪
駐
会
亀

業
、日
本
経
肇
三
十校

酬縣

一3§

蓑
匿

奮§
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3影
:
菱
≡
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≡
囎三
2…
蒙
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3
=一一≡
3妻
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三
葦
一一= {

経
済
学
部
五
信
に
近
し

京
大各
掌
部
の入
肋瀬
鰯
ウ付
は
【月

末で
締
切
ら
れた
、
今
年は
昨
年
にく

ら
べて
掌
制
切襖
に
と
もな
っ將
嫌
へ

の
見
透
し
難
そ
の他
の
阿情
の
た
め

か
、肇

撃
は
や
、低
くな
つた
か
、

そ
れで
も
経
済掌
部
の
四
。五
倍
、段

林
毫

四
・八
篁

義

哩

磁
、
翅築
の
四
倍な
ど
か
なり
の
躍
職

が
予
糧さ
れ
る
、肺享
数
増
加の
見
込

で
あ
るが
三
月
七
日現
在
急瀕
喬
数
は

左
の
通
り
(カ
ツ
コ内
は
定恥
)

志
願
奮
【

昨
年

濠

(一一8
)
喬

誉¢

経

(亭
O)一三冠

㌔8

ん
で四
大
壬
閣
下
の
「馨

羅
も
邑

版
され
る
よ
急
な
つ
た

新
聞
紙法
に
さ
ら
に輪
を
かけ
た
「書

齢
、出
版
、鮨
会
継砒
等
臨
峙
取紺
法
」

が
昭
和十
六
年
の天
に
廊
行さ
れ
「日

本
臣
民
ハ法
観
ノ
節囲
内
二於
テ
言
諭

署
依
印行
壊
会
及
結
砒
ノ
自
由
サ
肩

ス
k
旧膿
法
二
九條
)
と
一廉の
保
障

を
贈
なが
ら
も
「法露
ノ
騨
囲」
が
あ

ま
り
に
も駈
い
も
のと
な
り
、難
諒
も

文
幽
春秋
の
よ
う
に高
薯

の民
蹟
」

精
騨
を
鼓吹
し
た
もの
は
叫
弾で
あ
つ

た
が
、
多少
と
も
批劉
精
岬
を持
って

い定
甲央
公
諭
、
改
病な
ど
は
とろ
と

う
つぶ
され
て
し
ま
つた
o

こ
」に
鰐黙
峙
代
を
回顧
し
、思
い
を

現伐
に
よ
ぜる
と
き新
憲
法
が
わ
弱く

「絹
会
、結
砒
及
び
欝
説、
出
版そ
の

他
一切
の表
現
の
自
由は
、
こ
れ
を保

障
ず
る
。強
圏
は
これ
を
し
ては
な
ら

な
い
。
通信
の
秘
舗は
こ
孔
を侵
し
て

は
な
ら
ない
旨
塊
二
十
噌條
)と
叫
ぴ

あ
疋
え
られ
た
目
由と
は
い
え"
蚤
現

の
目
由
"を
蔓
受
出來
た
の
であ
る
.

し
か
る
に新
憲
法
施行
後
ま
た価
二
年

を
綬
過
しな
い
今
日、
い
かな
る
理
由

か
「賑
法
画
正」か
闘題
膨
され
媚
め
、

り
餐
蘇
鱒
麗
蒲
雄

耳
に
入
つて
く
る
。こ
」に
「日本
詳

論
」
涌
嶺
郵野
口
戊卸
何
盗
.Uわ
ん
と

し
て
い
う
か耳
討
顯げ
よ
う

の

「親
泌
な
る全
國
の読
昏
論
兄
にこ
の

編
-"俵
記
は、
本
ノ
の正
式
隷
翻猛
口

任
嶺と
し
てわ
ん
しが
諮
兄
に
おく
な

最倭
の
言
腿
♂
.嘱る
ごあ
ろ
う
と患
わ

れ
衷
ず
。
これ
な
凶か
ね
はな
ら
露
亀

態に
至
つた
こ
と
は
じ
つに
残含
ぐ
あ

n
ま
ず
o
…
:
か
り
そ
め
に
も
勤
列
的

露
鴛
醗
駿
簾
鋒
蘇

だ
私
た
ち
の配
癒
に
あり
ま
ず
。だ
か

この
日
本
にほ
ん
も
のの
民
一†ヰ銭
か
一

花
険
き
、誤
れ
る
もの
、
正し
いも
の

駅

も
の、
蓉

いせ
の
そ
れぐ

を

嵐
に
そ
れと
し
て
蟹ら
ず
揖摘
出
礎
る

辱

、
甦
ぐ

、置
誓

か
つけ
わ

し
い
の
であ
り
嵐す
。
わ
疋
した
ち
の

編
ぬ方
汁
か菓
し
て
訣つ
て
い
πか
ど

う
か
は
誰よ
りも
正、」に
麟
兄が
表
く

費格
を
も
つて

ら̀
れ豪
ぜ
う
。…
:

わた
し
は
それ
∴
も
か
、わ
らず
いo

へ

こ
の時
に
こそ
、
日
本の
曖
か
し受
矯

來
、̀
わ
か
目本
叶鵡の
発
展
と
を嬉

ず
るも
の
ぐず
。
吼
雪の
な
か
♂
こそ

閲木
は
些し
く
爵
ち
衷ず
熟日
ム
農論

=月
号
陥
堀後
記
)

法
文
は
敬
遠
、
現
実
的
な
受
験
心
理

挙
園
騨
論

本
屋

は
叫

ぶ

翼
理ぼ
万
人
に
よ
つて
求
めら
れ
るこ

と
を
自ら
欲
し
、鵬
騎
は万
人
に
よ
つ

て
愛
され
る
こ
と
を自
ら望
む
か
つて

は
践
を愚
昧
な
ら
しめ
る
た
めに
掌
幽

が
員
も狭
き
営
皐
に閉
籔
さ
れた
こ
と

が
あ
つ
た。
今
や
知融
と
曳
とを
特
楢

堕
級
の
擢占
よ
り
奪
い返
ず
こと
は
、

つね
に
進
取鞠
な
る鼠
鎚
の
切輿
な
る

璽求
C
あ
る。
・・…
・醤人
は
題
をか
の

レク
ラ
ム
交躍
に
と
り、
古
今
閑西
に

登
つて
交
幽
、哲
掌
、砒
会
掌
、臼
然

科
掌等
櫨
類
のい
か
んを
間
わ
ずい
や

し
く
芳
人
の必
読
ず
べ室
翼
に古
奥

的
但値
あ
る
粥を
極
めて
簡
易
な
る形

式
に
おい
て
逐次
刊
行し
、
あ
らゆ
る

人間
に
餐
な
る
聖
活
同上
の
賢料
生

摺
批
劉
の
原
理
を
提
僕せ
ん
と
飲ず

る
。

多
少と
も
穫
物
に親
し
んだ
人
に
はず

で
に
醒明
を
製し
な
い
が、
今
も
な
お

岩
波
文
舘の
鍾
隣の
頁
に
ある
文
服発

刊
の
薩
であ
る
.昭
和
一一年七
月
と
あ

る
か
らず
で
に廿
余
年
の
蔵月
を
経
て

い
る
が
、当
時
のイ
ンテ
リ出
版
屋
岩

波
茂
雄
の企
藁
糟
神が
み
ち
あふ
れ
て

いる
o
和辻
哲
郎
、賢
倍
能
戯
、阿
部

次
郎
奪
の
「い
わ
ゆ
る自
由
室義
帽
」

を友
人
に
持ち
、
こ
れを
寅
柱
とし
て

侵
略
職
箏
が漸
く
始
豪り
か
けた
昭
和

七年
に
は
「世
界
経
済恐
慌
の
発展
は

全
資
本
峯
義制
匿
の
根底
を
ゆ
り動
か

して
い
る
o…
…
懸
担せ
る
簡
勢に
顛

圃せ
る
情
國手
磯
看
の脳
裏
に
は恐
ら

く
×X
X
X
Xプ
ア
シズ
ム
以
外の
考

ノ

え
は俘
ぴ
え
な
いで
あ
ろう
i
…
◎
」

(野
呂
栄
太郎
紛
、日
本
賢
本圭
鈴
発
遙

史
薦
座置
傳
交
)と
麗
理
の換
求
の
た

め
に
は冒
憲
の匡
迫
に
も
一肌
ぬ
ぐ
だ

け
の義
侠
も
示し
て
み
た
が、
そ
れ
か

　

ら
五
年隣
に
は
「天
地
の
縫を
嗣
椙
し

て
人
類
に奉
和
を
胴え
、
王蓮
榮
土
を

囲
毅
ず
るこ
と
は稟
議
冊岬
の脚
髄
に

し
て
、東
亜
民
族の
揃
導
番
を以
て
圧

ず
る
日
本
に課
せ
られ
だ
る
世齢卯閤
醤

務
で
あ
る◎
…
・・明
治
維
新
五
ケ喉
の

御
幽
交
はた
℃
に開
國の
揃
標
尾る
に

生ま
ら
ず
、窮
罰
日
本の
國
娼
とし
て

永還
に
輝
～理
念
であ
る
。
こ
れを
蓮

泰し
て
こ
そ園
体
の明
勧
も
八
紘
一宇

の理
想
も
完き
を
得
る
の
で
あ
る。

(岩
波
新泌
を
刊
行ず
る
に際
し
て
)と

叫ぷ
よ
う
にな
り
闘蛋
た
け
な
わと
も

なれ
は
「日本
萸
術
の特
質
」
とな
ら

〃 〃 〃慶 〃 〃〃 〃工 〃〃文

垢躍 走 糞 翻 器条 史文 誓
AAAA　 　　 AAAAA
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京
大
受
験
任
語
君
へ

京
大學
験
串諸
君
の
た
め
に合

格癸
表
煙
知
の電
報
を
取扱
い

ま
ず、
希
驚
の万
は
鳳
縦
本杜

母
付
へ甲
込
んで
下
さ
い

〃
繊
厳

(
一西
)

〃
握

初
(
δ
)

麗
農
掌

(
6
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〃
農
林

(
一耳
)

〃
農
に

(
コ7ハ)

〃
霞
生

(
一=)

〃
農
工

(
一青
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〃
慶
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(
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〃
水
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(
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〃
地質
(
一貫)

.三

「言

匪
医
(一8
)
天
湘

盟
一

医
翼
(
呂
)
=穴

不
明

な
お
交
学部
遡
科
は箇
四
二
、史
一七

交
四
一、賠
醐
隻
は哲
一4一r、史
桑

交
二
九
で搬
用
人
賃は
い
ず
れ
も六
定

で
あ
る受

験
生
に
開
放

京郁
学
生
会鋸
東
山会
闘

友
人
も
鬼
盟も
京
部
にい
ず
宿
會に
困

つて
い
る
賀瞼
生
のた
め
に
、東
都
掌

生
会
館
東
円会
鰍制」は75
告
を提
供
ず

るκ
め
目
下躍
隔
中
であ
る
、
宿
泊科

は
禾拶
謬
にて
良
峨
つき
一日
最高
百

円ど
ま
り
の
予定
と
の
こと
、
多
少の

地理
附
石
偲
は
ある
が
、無
錠
のな
い

寝
圓な
宿
臼
とし
で
監
鹸缶
に
お
あ
つ

ら
えむ
ぎ
で
あ
ろう
、
ちな
み
に場
所

は
噛電
九
降
線
(七
番
衷た
は
八
播
に

簗
申)
、
今
熊野
停
留
所下
趙
架
入で

あ
る

興
家
は今
後
激
烈
を魎
め
る
もの
と
予

想
さ
れ
るが
、
現
在の
と
こ
ろ予
想
に

反
し
て六
甦
円
し
か認
め
ら
れな
か
つ

た
新制
大
掌
費
、
二+
億
を
峻家
し
て

一鋭
もみ
と
め
られ
な
か
つん
私
掌
へ

の
貸
吋け
命
な
ど
は、
そ
の
中
心を
な

す
も
のと
考
え
ら
れ
る、
な
お六
・三

制
予
簿
は、
そ
の
性監
上
公共
亀
鱒
費

篶

窯

のだ
け
K
云
年

度
の
公
共
繊舜
費
八
、九
百
惚
こ推
定
゜

し
て
昨
年
匿の
そ
れ
が
=
τ
四
95
で

あ
つ
た
こと
から
考え
て
八
、九
+
轍

円
趨
麗
の
もの
か
認
めら
れ
る艇
様
で

あ
る囎

未
納
考
大
量
に
処
分
か

教
授
間

料

断
報
11
授制
傾
」け
は此
く
具

酬茱
体
的
発
表
κ
見る
と思
わ
れ
る

授

が
・
さ
し
あた
召

二年
雰

の
木納
喬か
相
当
あり
各
掌
部の
掲
示

板
に
も
名前
か
は
り
出さ
れ
、
同学
会

輔導
課
では
ど
う
して
も
携
え
な
いも

のに
は
相
歌
に撫
ず
ると
い
う
処曙
を

と
つて
い
る、
し
か
し
それ
で
も反
癬

の
な
いも
のが
多
数
あ
る置

e
、遮

く
大澱
除
名
は必
須
と
見
られ
て
い
る

釜

Hの
鵯
部長
の
こ
ん蕨
会
で
敢授

と
事
務冒
の
出
寅に
よ
り
「羊
亨
得
護

会
」
を組
織
し
有志
よ
り
紘長
千
円
、

学
齢
長
石百
円
、敦
纏
一一白
円、
助
敢

授
二
白
円程
匿
を
出ず
と
い
う旧
会
わ

ゼを
行
い、
授
馳
湖
乞彿
え
な
い孕
些

の救
済
に
のり
邑
ず
こと
に
な
つた
、

し
か
し
これ
に
つい
て
確
歩
的
な
宇

崖間
に
は(
一)午
活
に困
つ
て
いる
敢

長
に無
の娠
で
あ
ゐ(一一)こ
れ
によ
つ

て
恨
本
附
に救
済
ず
○こ
こは
出殖
な

い(≡)大
掌の
封
魏的
家
族
キ
輪的
な

もの
、
一つの

象々C
あ
冒O、
とい
う

理
由
で
反
対意
兇
が
あり
倣
曳制
の
確

立が
轟

筍
は
わC
い
る
、
ζれ
は

ずで
に
架
大で
は
薦
F行
わ
わて
い
の

らし
い
が、
東
入で
哨久
年
度
から
輿

算

み
・は
♂
4、あ
る

"在
学
生
は
も
う

に
救
済
の
動
き
起
る

ロ

け
れ
は
四
月
似
隆
に
な

ノ
て
も
獣
謂
さ

雛

籠

な
い旨
同
塞
代
表
一

行
動
隊
京
都

へ

商
大
生
各
地
で
活
躍

ま
つて
、
本
禁の
目
飽
農
に
邊
憾の

点
があ
る
ゆえ
に、
脳韻
絹
合
厚
生部
・

掌
生協
岡
遍合
、
職
員麟
些
会
の
デ青

は
その
面
¥
を統
合
し
、生
活
協
同組

合
を融
猛
して
学
園
の
目キ
晒
嘱
利
獅

農
の発
展
に
瀕跨
せ
ん
とず
る
次
静で

サ

あ
る
(昭
相
二十
四
年
=月
三
日
)

少
し
待
ち
ま
す
"

廿
三
年
度
授
棊
料

な
お廿
三
年
慶分
授
噛.引は
一『月
廿
日

凄
で
に挑
わ
なげ
れ
ば
除名
さ
れ
る
よ

う
に掲
示
さ
れ
てい
う
ひ
、納
入
凸
は

未
た
牛分
に
も角
た
ず
、掌
校
当
鳥
で

は
皿=月卒
藁
青以
外
は
部
へrかつ
か
な

箋ま

塑 何葛 処

壽 へ同 行

く
〃

 

}一一』
ご
は
云
⇔
十
六
日
の
及
落
会
議
の

結
果
一一一年
岬
科
}
九
名
、
文
科
五
名
、

二
年
理
科

一
八
名
、
文
糾
十

一
名
、
岬

π
理

駈
!
四
名
、
文
科
六
名
、
総
計
一

〇

　名
が
知
縦
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
に

隊
♪
t
、
と
こ
へ
か
r
十
四
年
旧
制
高

阪
菰
一一年
綴
乞
鼓
ず
の
み
で

=
年
縄
は

殉

旧大
学
へ
遣
掌
の

ヤ
こ
で
あ
り
、
旧

制
6。校
と
し
で
は

}
窺

の
存
在
は
許

さ
れ
な
い
た
め
、
一
年
に
ロー級
ず
る
も

に
残
る
百
…
名

の
はゆ
き
ど
こ
ろに
困
0
、漸
損、自
校

の
三年
へ鰯
入ず
る
か
また
は
今
年
行

わ
れ
る新
制
大学
入
試
を受
け
る
ほ
ひ

な
く
、
二年
級
への
譲
樽
で
も
新
詞

大
学蓮
掌
週
催
槍査
童
夢
けな
か
つ
ん

も
のは
新
制
六掌
κ
進
掌出
久
な
い
、

こ
のた
め
掌
暑

で
は
=月
七
、
八

一日
嘗
か
ぞ
働
・、み
幾

.〆叢

瞼
制
を澱
用
ず
る

ー

一

舵大
阪
向
大で
は
二
月
十七
H
掌
部、
零

問部
、
鶏
で
そ
れ
ぐ
掌
笑
会
を

開
き
、
揖
く
謬会
鵬
提出
さ
る
れ
る大

一

一け鰭
騨
龍
藷

婆
μ繍

ず
の
宰年
太賦
険
乞蝉期
妊
朗
し、
行

助隙
を
組
鰍し
て
各
翠校
、
市
民
、碇

侶團
依
》
労舶
に
よ
ぴ
かけ
、
さ
らκ

大
阪
試
剛
輪
の街
頭
ご
は署
名
運
動
に

の
り
出
し
て
いる
、
活醐
範
闘
は大
阪

真
部
、
奈
艮
、和
勲
口
に亘
つ
て
い
る

東
都
で
は
三
十力
名
か廿
一日
よ
り、

大
掌
、
高
㈲
奪は
じ
め
公Ψ
勘
制
潤校

に
よ
ぴ
か
け
奈
芝

,
い嘱

甕

覚
還
動
9
ロコ
い
る

皇

的
幅
利
襲

へ叢

社

告

「掌
園
剃
膀」
の
予
約
圓椴
購
説

受
っ
け
ま
ず
o
年
白
八
十
円
、

雫
年九
±
円
、
=一ケ
月
五
十
円

(各
迭凋
と
も)

振
替
口
座
薪
設

京
都
三九
〇
九
看の
振
紛
口座
を

尉
絵
しま
し
た
。
よろ
し
く御
刺

用
ト
さ
い。

三
教
授
退
放
さ
る

六
大
谷
大学
の
駄
燃臼
過
格
審舎

谷
委
日
会は
昨
年
肱十
一月
反
部

省
の
駒
審
糞
叩
令
によ
O
魅
査
の結

集
、
その
署
作
、
講演
な
とか
超
國
尿

横
田
些
一郎

閣
田
叩
越

斐
確

騨

島
幅
・
贋
藤

・
霞

有

け

・
大
山

・
湊
川

囎謹
鵬

戦
争
犯

三
8
円

行
政
法
講
義
案

吻罎
治
思
想
羅

憩
田窒
競

貨
幣
数
量
説
の
研
究

二入
○
円

立命
酎
」へ学
土
腋醗
坐
叢
鹿

,釜
融
畿
如篶
鰻
認

{競

罪
論
晒騨
繕

一三鶉

,

勤

治囲言

萎

蹴
田
吏掌
ζ
ワンケ

望

・離
・懸

譲

纏
講
て

劇
らぬ
祠

訳
める
岬

月

昇
汰
圃
一の
世界

3
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京
都
大
学
牛
活
協
同
組
合
生
る

東
大職
葭
組
合障
主
部
、東
大
寧
耳協

同組
合
、
東
大
職白
嘩
午
会の
三
福は

左
の
ごと
尉
畿
M趣
愈
渇
を発
表
ず
る

と
と
も
に、
生
活協
同
組
合伝
に
遮
さ

東
大
崖活
協
同
組合
を
饅
立し
た
生
店

協
同
絹
合法
は
昨
年十
一月
、施
行
さ

れ
た
も
ので
、
地域
協
同
組
ハ[仏
と
、

一職
域
協
同組
合
法
と
に分
れ
、聚
穴
の

傷
ハ[は
慶
喬に
勘
つ
たわ
け
であ
る
、

後
胤
は
次
のこ
と
く舗
る

「生
協
法
は前
の
顧
藁組
合
、
消劉
絹

合
の
法
制化
さ
れ
たも
の
で
、こ
れ

が
成
立
、施
行
に
あた
つ
て
は椙
当

難
渉
ご
あ
つた
、
何と
な
孔
ば
、ζ

れ
に
よ
る
と甲
間
耀取
、紛
杷が
不

可
能
と
な
リ、
費
茶畷
側
に
と
つて

は
痛
手
とな
簿か
らで
あ
る
」

京
大
協
岡絹
合
は
、掌
犀一、
職髄
゜

り
各
肉
七名
ず
つ
の
瑚
硲か
遭出
ず

一

蕨而麗
齢
隔
聡
鎗
蘇

ろ
わけ
ぐ
あ
るか
、
満挙
榴
か
(
組

へq
鱈
にあ
る
、さ
ら
に
鞭務
部
、
群

理
部
、鷹
闘
部
、僑
蛸部
、喫
茶
部

共
ぬ
部の
各
部
.刃初
げ
られ
、
各
部

に
理
魚、
委
蝋
各声
干
名
が謄
か
れ

る
、
出負
金
一口白
円
は
年五
分
の

割
屡
し
粂と
～
も
r駿

の際
、
彿

戻
さ
れ
⇔こ
と
とな
つて
い
る

設

立
趣
意
書
(要
旨
)

職
後
日
本
の蒔
農
田値
ゼは
わ
れわ
れ

に
`
つ
で深
刈
な
打
弊
な
リ
、比
活

の
窮
之
柘
は研
究
と
宰問
と
職硝
と
を

放
要
ず
Oの
やむ
な
き
に至
り
し
める

ここ
に
お
いで
尾
薩
お
よひ
肩
費の
両

面に
わ
た
リ経
済
砲
姥湾
の
同
上
と梢

互

46
敢
贋砺
償
の
機関
鵡
しで
の

同
組
令の
紗
立
が要
講
さ
孔る

錘1

干義
』
で
泥
ると
い
う理
由
e
二十
六

冒
一ま
ず
選の
=
嫁
授
の廻
敏
を発
襲

した叉掌
都
箆金
チ
大
栄
氏(「正
法
の
開

麟」
「島
圓
と
悌
塾
)
憎我
財
賦
氏

(
行』
の
造
」)鵬囲
政
雄
塊(「日
爪

敢
H原
繭「
塁國
依
応
の本
慨b

労
農
市
民
に
も
呼
び
か
く

同
学
会
、
各
学
部
漸
く
起
つ

鴨

京
べ
同
学
錠
通
絡
幻箋
隙
は
、
二
月
廿
八

日
三
時
よ
り
、
工
学
部
会
議
堅
に
お
い

て
開
か
れ
た
、
同
学
鉾
よ
り
小
管
、
佐

藤
、
蔭
山
君
鵯
が
剖
席
、
各
宰
部
q
治

会
代
表
は
、
農
掌
部
を
除
い
て
は
£
自

出
席
、
ま
3
映
噂
部
の
卒
繋
生
迭
別
の

映

瞳
鑑
h
会

の
プ

ラ
ン
を
審
舐

の
の

ち
、
大
掌
仏
対
策
に
つ
い
て
の
郎
舐

に

移
つ
た

佐
藤
科
よ
り
、
同
学
会
の
対
艇
と
し
て

は
、
}
、
一
一午
枚
の
パ
ン
ソ
レ
ソ
ト
剛

刷
・

7
・
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
天
学
法
の

一

解
魂
乞
も
っ
て

一
般
而
民
に
呼
ひ
か
け

る
こ
と
、
三
、
字
内
廻
示
に
よ
0
台
掌

鞭

繋

嘩

鴛
軽

盤

起
八会
を
も
つ
こと
、
勇
、連
絡
義

を
ひん
は
ん
にし
各
掌
酌
の
浬絡
を
僑

桜
に
ずる
、
六
、束
薪

岡h
校
幽く掌

臨
餌
の啓
錘
運
醐、
八
、
確留
な
只糾

獲
鶴
のた
め
同
堂会
代
表
の文
剖
省
へ

の
甑
道薯
の
計
画
をな
し
て
い
⇔こ
と

り奪を
発表
、
各
掌部
自
治
会
の対
策
、

さ
り
じ同
¥賃
へ
の要
望
に
つ
いて
的

舗
に
入
つ宍
が
嵌、
文
、
理
をは
じ
め

と
ず
O各
自
治
式代
表
は
、
同学
騨
の

大
掌
法
対策
噸
麗
の禰
誇

に
つい
て
「

鋭
く脇
刊し
、
次
回還
絡
爵
説
の際
に

は
、
岡
掌爵
協
議
臼全
角
出
席し
て
、

各
字
部
自治
宗
代
表
の溜
見
を捌
極
眠

.に反
映
し
協誰
会
の決
議
を
、
團ち
に

行
いう
る
よう
遡
備
ず
る
こ
とを
聖

望、
つ
野
いで
授
華
秘問
題
に
つ
いて

は袋

の
榮東
激
遣
に
つい
て
目
講の

のち
五
時
傘閉
会
し
た

連
砺厭
大
会
は
一諫月
廿
六
トー午
劇
一峙

より
東
大
工
学紳
小
余
殿
緊で
駒
かれ

「二高ナ
木
嚇
誘長
と
な
り
比す
規
約
を

腺
属
遡り
可
決し
、
本
大会
ま
で
の仮

般
知を
童
出
し
、執
何
萎嵐
長
に
麟
岡

君
(東
大
)
剛委
員
長
に北
村
君
(脚

志
肚
爵琳
)
かえ
ら
は
れ今
慶
の
方
針

とし
て
大
掌
法
、授
棊
料
、胃
年
賊
線

の
統
一に
つ
いて
勧々
.舗
が
職
わ
さ

大類伸監集 ・井上毒治編
年 表,

世 界 歴 史
附管1韻聡 δ責疑 麗 δ解 欝 回

從鰹ク)編年体を瀦し・亙化史的癖増を職
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れ
、
対
政問
艶
に
つ
いて
は
年
額
二万

円
程
旺が
予窪
さ
れ
、
この
た
め各
絞

自治
会
よ
り掌
窪
一人"、り
一円
(年

　

獅)
を
徴
収ず
る
こ
と
を決
定
し
、各

校
とも
了
承し
た
が
、
これ
に
よ
ると

京
大は
六
千
円
にぴ
り
、同
掌
会
委
尉

擾
山
口君
誌
じ
め
一同
酋を
か
た
む

け
噌
めκ
が
、
三高
玉
木
君
「六
千
円

位
出
せ
るで
ぜろ
」
と
皮
肉
つた
の
で

「出
粥
るだ
け
邑し
ま
ぜ
う」
と
答
え

て
一同こ
れ
な
も
つて
了
解し
疋

大
矯
吻
整
弩
芙

ヘ
ノ

索
東
工大
講
帥大
櫓
隆
憲
氏は
=月
=

†
バ
日侭
で
東
大経
済
学
部
助敢
撰
、

醜
計
字
覧
瑚
当を
命
ぜ
りれ
た
比
は

巣
大
文
学剖
、
京
大暗
隣
摯
部
の出
身

京
府

学

連
結
成

全
遙
の
地
万組
織
と
して
か
ね
て
よ

り
献威
曲備
を蓮
め
て
い叱
京
都
府
掌

ρ
魎「

一、
・'

一̀

甲、
層,

.̀

・、
曹
⊃
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ρり
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層監
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辱鳳
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ρ鳳
一
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一璽

響、

・'
.
、
・⊃

一̀

・、

⊃

。'

層̀

。、

・

志
賀
氏
ε
京
大

共
産
党
細
胞
へ

曇
鐸
ふ
目
ガ
腰
心
,"
氏
の
謂
誕
が
あ
る
か
ら
と

=
塁
+
八
H毒

一縄
よ景

大払

罹
崩
二取
¥
で
、共
渉
党細
胞
、
民
掌

同
、間
好
弁
の共
艀
で
「大
掌
法
案反

対
鰍起
大
会
」が
開
か
れ
た。
ての
中

に
共
か同
の
恵
飯義
雁
跳
の識
演
が
ツ

ア∫qれ
て
い
んか
、
一一時
にた
」て
も

塗
に志
賀
民
は現
わ
れ
ず
一一百
入
以上

も
媛
つて
い
た
⊂思
わ
れ
る宰
穿
はみ

ん
な
一甲常
な
く価
を
拘
いて
晒
つ
ぺ行

つ
た。

も

毘
件
は
にヒ
こ
れ
意け
の
こと
に
渦ぎ

な
い。
し
か
し
これ
じ
い・ギゲ隔
な
剛bし

}黎

ると
曝
【。
窪

監
駄
ず
夕
"

一い
・
のご
智

の露

が尋

な
ゼ

゜

…ニ3…≡
…
=
い
r
か行
つ
プ
ので
あ
ゐ
。こ
う
い
う

▲
縫蕪
欄
投
禍
学
午
は
非再
に
多
か2
ハであ
う
つ。

を
嵌迎
ず
▼
写
も
ち
ろん
こ
ピ
から
は
大
翠
法
幽̀
う

麟
墾
縫
倣薦
馨
鐙

比ゼ
ある
メ
上
、糟
藷

な関
心在
答

一一一甲一=
一一一一冒一一一一一一二

ぜ

仰
の
が
、噌
駄
州
あ

O
。
し
か
し
こ
の

廣
起
大
会
に
も
、
意
楓
的
に
し
ろ
、
無

へ

慧
識
的
に
し
ろ
芯
賀
氏
の
謂
演
を
必
要

鶏
轍
諜
義
鷺

拠
に
こ
の
像
う
な
底
鳳
殿
の
軍
に
大
衆

を
中
心
で
さ
ら
に
低
磁
舶
の
肖
民
「ハ
僻・仙

を
動
自
し
な
け
れ
冨
反
対
渾
動
を
成
功

さ
ぜ
る
こ

ζ
か
出
戻

斌
い
串
楠
に
対
す

る
共
匿
寛
お

仏
ぴ
写
円
進
拶
的
U
柾
囲

滑
の
薄
動
拍
導
方
法
わ
窃
湊
摩
ご
あ
一∂

ご
れ
な
さ
ら
二

こ
う
い
う
復
蒔
識
の

大
幾
,
同

つ
で
一一
十
八
」一
て
お
げ
「,
よ

う
κ
や
り
方
で
い
Σ
P

↓h
う

7'ゴ
、と

共
産
党
7
大
畏
に
認
く

Q
口
宏
z
り
久

る
o
僻玉
口㈲
勺
田.
て
対
ず
る
」
殉

ピ
ギ。》

ち
う
,ー膏
乙
つ
い
て
t
自
分
、、註
わ
し

い
。
読

』
}醤

蕊

9
で
か
ぐ

あ

自
d
蜘
列か
あ
ると
考
え
る
ρら
で
あ

る
.

傍蕎
に
つい
で
第
一に
掌
囚
のあ
ら
ゆ

る
場
所
に
「志
鋼氏
來
る
」と
の
買
簿

を
し
な
から
氏
を
迎え
る
こと
の
稽
極

的
な
努力
往し
なか
つ
た
関係
青
た
ち

の
思
糧
の買
任
。聞
け
は
志賀
氏
を
迎

え
る
た
め漠
然
と京
都
駅
で省
綱
電
出

を
待
つて
い
疋
とい
う
。
氏は
葬常
に

多
忙
に腐
い
な
い。
何
飯
氏を
大
阪
ま

で
特
別
に人
を
や
つて
、
あの
宣
鰐
ボ

ス
々
iの
手
配
にも
必
ず迄
斥
て
榮
る

と
い
う努
力
をし
な
ρつた
か。

次
乙
志貞
氏
個
人
に対
して
何
故
「孜

る
」
と約
栗
して
お
き
な
がら
久
な
か

れ
な
い、伺
度
も
嵩う
よ
う
に
大衆
は

ま
た
嵐
蔵
職
は
低
い。
こ
れ
を捕
み

と
り
ねば
な
ら
ぬ。
も
し
ず
で
に党
外

か
ら
の
皮持
肴
とな
つπ
も
の
をま
で

矢
う
よう
に
な
つで
は
六
変
であ
る
。

こ
の
こ
とは
加
簡
的な
写
生
渾動
指
導

者
に
は特
に
閣
み
κ
いの
で
あ
る。

(京
大法
試
験
をふ
つ
た
男
)

ー
綿

「灘
掌
」
とい

う
こ
と
はは
非

粥
に魅
力
的な

もの
で
あ
る
ら

團
藤
藪
光
新
刑
事
訴
訟
法
細
要
凶田
版

胃
宗
正
完/
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一
【

し
い。
最
近
衝犀
の
賄殺
が
し
営
り
に

報
導
され
て
い
るが
、
その
ほ
と
んど

が
哲
掌
に魅
せら
れ
て
の
臼殺
だ
と
欝

わ
れ
る。
哲
掌掌
笹
の
昌殺
は
古
く
は

「岩
頭の
辞
一
の藤
村
勲か
ら
、
沃
く

は
「死
人覚
え講
」
の
腺
口統
藁
に
箪

る
まで
、
無
歎
にあ
る
。が
伺
特
も
そ

れ
を
ジ
ャー
ナ
リズ
ム
が、
煽
澗
亭
義
'

の
浪
い物
に
す
るこ
と
は今
も
3目も
璽

り
か
な
い。
これ
が
ど
れだ
け
多゚
く
の

留
年
にち
に
悪
い影
翻
を輿
え
る
か
は

ち

次
々
に
年令
願
を低
下
して
起
つ
て
姫

る
自
殺
軌件
と
思
つて
懐
然と
ず
る
。

肖
殺
と
いう
瑚
象は
人
間
の世
界
に
だ

け
あ
る
もの
で
あ
るが
、
ノ
ルマ
ル
な

繧
簸
辮
囎

「嚢

と
はな
ら
なか
つ
π
。あ

藤

一

[で
殺
人
強盗
が
減
つた
代
り
に、
そ
れ

た
け
日
本人
の
牛
活も
人
間
的な
も
の

に近
づ
いた
糀
鋤
かも
知
れ
ぬが
、
ア

「ブ
ノ
ル
マ
ルさ
に
獅
りな
い
▼
こう
い

う
異
篇
な
もの
に
泊
節
をか
け
るも
の

　

が
「哲
掌
」だ
と
ず
ると
大
璽
なこ
と

であ
る
。
こ
」う
み
に大
箏
の
哲掌
科

.に行
つ
て
み
ると
、「どう
し
て
お酬
は

飯
を霞
つ
て
いる
か
」と
欝
い
たく
な

る
よう
な
枇
会性
の
乏し
い
人
間
にた

く
さん
出
くわ
す
。
世間
で
も
「誓
人

」と
醤
い
「哲
掌
嶺」と
爵口え
ば
も.う
掌

分変
人
微
い
にず
る
。
結局
、
そ
の邸

も
ち
なら
ぬ孤
高
性
、
唯我
鐸

性
に

よ
るも
の
で
あ
ろう
。
こう
い
つ
た
掌

無狂
い
を
整
埋し
な
い
ア
カデ
ミ
ー
の

哲
学
の罪
蝸
は
非常
に
大
き
い。
し
か

し
急
れを
も
つ
て
「゚死
へ
の誘
惑
」
の

因
を
作
るよ
う
な
「哲
掌
」
の存
在
を

許し
、
それ
に
対
して
伺
の
蟹
樋的
な

批劉
ず
らも
加
え
な
いよ
う
では
な
お

その
罪
は
大き
い
。恐
ら
く
こん
な
ご

とな
ど
は、
孚
狂
入は
か
り
の
鰯壇
暫

学
輸
た
ち
には
出
隈
な
いの
だ
ろう
し

ま
た
わ
かり
も
し
な
いの
だ
ろう
▼そ

れ
に
し
ても
、
年
潜
い新
割
高
按の
塗

徒
な
ん
かの
麺
学
に
対ず
る
誤
解を
こ

く方
法
はな
い
も
の
だ
ろ弓
か。

馬

護
劇
弘
臓
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コ
牲解
規
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債
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=
叱
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留
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円
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日

栗
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日
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史
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梯
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科
学

ε
蓮
命

汝
ら
の
自
由
を
確
立
せ
よ

か
に映
じ
た
であ
ろ
う
か。
も
ち
ろん

彼は
恐
ら
く
その
心
理的
動
機
に
まで

立
ち
くり
努
めて
理
性
的
に大
王
の偉

藁
を必
然
的
な歴
更
飽
進行
の
擾

と

して
描
き
出し
た
で
あ
ろう
。
も
つ
と

も
トウ
キ
'デ
ィ
デ
ス
とて
も
歴
史
的懸

シオ
ド
ス醸
人間
の
生活
の
営
みの
み

じ
めさ
を鉄
の
時
代
に生
れ
た
人聞
の

運命
の
然
らし
む
る
と
ころ
と醜
念

し、「労
働
は必
ず
し
も恥
ず
べ
きで
な

く怠
鷹
こ
そ恥
で
あ
る」
と
説
く。
ヘ

シオ
ド
ス
にお
い
て
は運
命
の
試練
に

耐え
、
非渥
を
挽
回
せね
ぼ
や
まぬ
恵

力が
盗
れて
い
る
の
であ
る
。
ヘ
ラス

人
に
と
つで
奨
口゚は
ビ
ュシ
ス
の
アナ

ンケ
で
あり
、
ま
た
歴史
的
必
然ず
な

わち
正義
で
あ
つ
た
。し
か
し
こ
の自

然そ
し
て歴
史
過
裡
に対
し
て
入間
の

意志
の
力が
極
度
に
ま
で
彊調
せ
ら

れ
、
そ
の対
立
緊
張
のう
ち
に
結局
は

憲
配飽
な騎
物
本
來
の秩
序
が
実現
せ

ら
れ
る
ので
あ
る
。
ゼ
エウ
ス
を
も皮

配
せ
ず
には
や
漢
な
か
つた
客観
的
朕

序
の
必
然性
の
意
臓
とそ
れ
に
対快
せ

チ

られ
た
人間
の
圭
体
旺の
自
覚
、そ
こ

にこ
そ
自
由獄
批
判
的羅

の
十分
な

発展
を
期
待せ
ら
れ
る
ので
あ
り
、ま

たそ
こ
に
こそ
科
学
的
な自
然
諭
や科

掌的
な
歴
史学
の
形
成が
可
能
で
あ
つ

た
ので
あ
る。

(三)

ペル
シ
ア織
投
後
の
ヘ
ラス
人
にと

つて
最
も
請
り得
る
も
のは
政
治
的
独

立で
あ
つ
た
それ
は
隷
属
に対
ず
る
自

由
の名
に
よ
つて
謹
え
ら
れパ
ル
バ
ロ

イ
に対
ず
る
ヘレ
ネ
ス
の
も
てる
最
も

高
貴
なも
の
で
あ
つた
。
ス
パル
タ
の

}の
塊涯
は
知
り抜
い
て
お
られ
る
け
れ

シ
ァに
お
いて
は
王
一個人
の
み
の自

ア醍
に
お
いて
皇宙
の
ロゴ
ス
と
戦

脚の
ヌ
ー
スと
も
、
脾の
痕
理
とも
呼

ぱ
れ
て
い
るが
、
つ
まり
そ
れ
は
ヘイ

マ
ルメ
ネ
(運
命
)
なの
で
あ
る。
プ

ロ
アて
ノ
スは
瓢
命
に対
立
せ
る
目由

を強
調
し
、プ
晶シ
ケの
自
謹
を
睨

いた
が
、
それ
は
理
注の
統
制
に從
う

と
いう
恵
瞭の
「掌宙
の
理
法
」で
あ

り
「紳
の
癒
埋」
で
あ
るも
の
に服
ず

ると
い
う
自由
で
あ
つた
。
か
つて
政

鵠
独
立
の豪
た
民
族的
自
圭
の調
り

で
あ
つ
た
とこ
ろ
の
「自
由
」
は、
規

師的
秩
序
の概
意
か
圭観
化
さ
れ
ると

とも
に
内
面化
せ
ら
れ、
人
間
の
現輿

の生
活
は
運命
の
威
力の
削
に
無
防篇

で
さ
ら
さ
れ
るこ
と
にな
つ
た
ので
あ

る。
暴
力
に対
し
て
自己
の
無
力
を痛

感
し
た
ヘ
レ
・,ズ
ム
時代
の
人
間は
、

自
らが
ヰ
か
るこ
と
よ
りは
、
むし
ろ

肺の
僕
た
う
こ
乙を
切
翼
し元
ので
あ

る。

(四
)

マレ
イ
が醤
つで
い
る
σう
に
、安

定
し雛
飯
の
施さ
れ
て
いる
肚
会
に
お

いて
は
、
徳
あり
仕
事
に憎
励
す
る修

藁
樗が
威
功
し、
邪
窯
にし
で
怠
梅な

る
修
榮看
が
失敗
ず
る
と
いう
こ
と
を

保
証す
る
傾
向が
あ
り
、し
た
が
つて

合
理的
な
あ
る
いは
一目瞭
然
た
る
因

う
とrなる
地
域
にお
いて
匠
『
醐
勉、

正
口、
窺
切
など
日
常
の懲
は
胎ん
ど

無
盆の
ζ
と
く
に思
わ
れ、
破
滅
を免

れ
るた
野
一つの
方
途は
、
優
勢
な櫓

力
看の
恩
顔
をか
ち
樽て
強
力
な
侵入

轡
の側
に
つ
き、
尊
制
蓉圭
に
阿
諫し

地震
や疫
病
をも
た
らす
蓮
命
の
怒れ

る
紳を
胃
め
る
にあ
る
。こ
の
よ
うな

肚
会こ
そ
迷
儲が
そ
の
種を
お
ろ
ず最

良
の+
環
で
あ
つた
の
であ
る
。
ア
ス

ト
ロ
ロギ
ア
の途
信
が
ヘレ
ニズ
ム時

代
とと
も
に
はじ
ま
る
こと
は
映
して

偶
然で
は
な
か
つた
。
「テ
ト
ラ
ビ
プ

ロ
ス
・ジ
可ン
ク々
シ
ス」
と
呼
ぱれ

る
占畠
鵬
繕
が、
一面
に
おい
て
は極

め
て科
掌
的
であ
った
天文
掌
看
プ
ト

レ
マイ
オ
ス
の翼
騰
で
あ
ると
い
う
こ

と
は
ポル
の
考
旺
によ
,て
確
が
め
ら

れ
て
いる
。
外面
的
な
蟄や
か
さ
に
も

似
ず
、紹
対
壬廟
下
の
科掌
困
構
岬
は

移
外
に師
庫
して
い
た
こと
を
我
は々

感
得
しな
い
で
あ
ろち
か。
ま
た
ア
ウ

グ
ス
ティ
ヌ
スが
回
心
の後
、
ア
ス
ト

ロ
ロギ
ア
の
檎
にな
つ
て
いた
こ
と
を

「曽
白」
ず
る
件り
に
は
、ま
だ
迷鷹

へ
の
かす
か
な
軌
心を
見出
ず
こ
とが

で
き
るの
で
は
なか
ろ
う
か。
ヘラ
ス

人
が
民族
的
自
由を
失
つて
似
後
、
古

代
科
掌は
甲
世
的宗
敢
困
秩序
へ
と
漸

いた
で
あ
ろ
う
かー
い
な
か
つた
と
し

た
ら
そ
れ
は
一体
誰
の
買
任C
あ
る

か
。

的
砿万
法
に
よ
⊃て
、

翠

壁
画を
と
の
はず
し
、

人
力
の司
能
な隈
りに
お
い
て最
全
の

保
檸
を覗
い
た
人
を々
、
壁画
保
荏
委

員
会
より
徴
還せ
し
め
た
も
の
は
何

か
。
嬉
開と
い
ろ葵
名
に
か
くれ
て
凡

　ゆる
科学
的
良
心
を拒
否
し
たも
の
は

何
か
、そ
し
て
誰か
。
繕
仰
の煙
幕
を

ユ張つ
て民
族
の
誇り
世
界
の
宝を
一寺

院
の
私有
物
と
した
も
の
は誰
か
。
儲

仰
的
側値
と
寺
の由
醸
ず
け
のみ
を
欲

ず
る
ケチ
な
恨
性か
ら
凡
ゆ
る科
掌
的

研
究
を
阻
署
し
制
肘し
た
も
の
は
誰

か
。
これ
に
迎
合し
た
学
宵
も決
し
て

彫
く
はな
か
つ
た題
で
あ
る
。
一面
の

古
鏡
の出
現
に
狼狽
色
を
失
つで
此
を

学
看
の研
究
よ
り珀
ん
で
再ぴ
地
下
に

埋
浸
せし
め
た掌
問
の
敵
は誰
か
。

翼
理
を興
び
、
萸を
愛
ず
る
の精
碑
な

く
し
て
脾
の琢
き
を
知
り
佛
の
有
難

き
を
体し
褐
よ
うか
。
猛
火
に般
若
心

経
を
不乱
に
唱
えて
も
、
そは
一杯
の

手
桶
の永
に
も
足
らぬ
不
甲
琴な
き
こ

キぞ
あ
る。

旧
り
は盤
ぎ
な
い。
奉
泉
の金
色
室

の
修
覆
のた
め
に
、チ
ャ
チ
な
バ
ラッ

ク
一軒
家を
嬉
て
絹る
貝
用
の
よう
や

か
。
か
つて
高
度
國防
國
家
襲
の
爲

つて
の
環費
の
万分
の
一の
交化
費
を

職
後
の
生物
掌
界
を
にぎ
わ
せた
問
題

の
一つ
に
ルイ
セ
ン
コ掌
説
が
ある
。

こ
の
掌
睨は
盟
に
生物
掌
の
問題
と
し

で
だ
け
でな
く
、
一般
に
科
掌と
イ
デ

オ
ロギ
ー、
あ
る
いは
我
々
と異
つた

砒
会
r
おけ
る
科
掌
のあ
り
方
を示
ず

も
の
と
して
有
馨
の
間
に
問題
と
な

つだ
。し
た
が
つ
てご
の
問
題
に対
ず

る
現
在
まで
の
批
判
、騨
論
は
少
くな

い
。
し
かし
そ
の
多
くは
ル
イ
セ
ンコ

掌
読
の
本質
-

科掌
愛
的
慧義
を
知

ら
ず
た
だ嶺
実
の
実証
性
を
とり
あ
げ

るに
ず
ぎな
か
つ
たか
、
唯
物諭
的
性

格
の
彊調
に終
つ
て
いる
。
今
改め
て

論
議
し
つ
くさ
れ
た
と思
わ
れ
るこ
の

掌
睨
を
問題
と
ず
る理
由
も
こ
こに
あ

る
。

ま
ず
ル
イセ
ン
「
掌
睨の
根
本
的鴨
格

を
購え
てみ
よ
う
。
ルイ
セ
ン
コ学
説

の
も
つ
特畷
と
し
で
次
の
=つ
の点
を

強
調
し
た
い。
第
噌に自
然
に
対ず
る

紹
臓
の
動胸
な
弁
証
法的
な
顧
度、
第

=に
匿
く生
巖
、
輿
蹟と
結
ぴ
つい
て

い
る岡
俄
で
ある
o
魔
一の
点
は
ルイ

セ
ン
コ掌
睨
の中
馳
をな
ず
留
物生
長

段随
硯
と
そ
の段
階
に
おけ
る
外的
條

件を
人
工
的
に憂
化
して
糖
物
体
の本

性、
ず
な
わち
彼
の
いち
遺
傅
性を
変

侶ず
る
と
いう
生
命
体の
馨

把握
に

示電
れ
て
い
る。
植
物を
そ
の
外的
條

件か
ら
抽
象さ
れ
た
}つの
統
}体
と

して
み
ず
に、
外
附條
件
と
の
憂
流ず

の
値物
の
形
質は
、
次
の
代に
お
け
る

ポ
テ
ン
ソヤ
ルな
本
質
を決
定
ず
ると

いう
ルイ
セ
ン
コの
第
二の
仮
虎
がみ

ち
びき
出
さ
れる
の
であ
る
。
そ
れは

恰
も歴
肥
的
瑚実
の
弁証
法
的
欄
痔と

同じ
で
あ
る。
し
π
が
つて
人
工
的
に

外
的條
件
を
調節
ず
る
こと
、
ず
なわ

ち
必然
性
-
竃
物
のそ
の
時
も
つ遣

卿
性が
現
輿
仏ず
る
際
の隅
然
的
モ
メ

科
学
認
識
ε
]

[
ル
イ

セ

ン

なわ
ち
メ
友ギ
リ
ズ
ムぞ
の
も
の
の読

れ
のな
か
に生
命
の本
質
を
み
て
いゐ

この
こ
と
は、
藁

をか
え
て
い
えは

藻

の
も
つ自
銑
史的
に
決
定
され

た本
性
と
これ
に
対
立す
る
外
的條
件

と
の止
揚
の上
に
綴
物
のも
つ
形質
を

つか
ん
こ
い
るこ
と
な
ので
あ
る。
そ

して
こ
の
よう
な
論
理か
ら
贋
ち
にそ

の
止揚
の
上
に立
つ
て進
行
ず
る
現在

コ
学

説

柳

島

直

彦

ン
ト
を調
師
ず
るこ
と
によ
つて
、
次

代
の必
然
監
ー
頴
物
の遣
簿
偉
を
変

え
襯
ると
い
弓の
C
あ
る。
こ
の
よ
う

ノ

な
認臓
の
し
かた
が
、
彼の
ア
ル
バ
イ

ト
・ヒ
π
丁ーゼ
の
な
か
に織
り
こ
ま

れ
て
いる
こ
とは
わ
れ
われ
の
旺
目
に

値
ず
る。

こ
の新
し
い
万法
曲
に
よ
る科
掌
的
謝

識
の塗
行
が
、現
在
の
掌
胃の
多
く
か

2.
つ
て
いる
機
槻諭
的
な
諭理
に
対
し

で
、
いか
ほ
ど
われ
わ
れ
を
正し
く
自

然
の
摺林
の
な
かに
累
内
して
く
れ
る

か
はし
か
く
隔胆
r
は
い
えな
い
問題

で
あ
ろう
。
だが
次
の
よ
うな
ご
ζは

い
い樽
・⇔も
ので
は
な
か
ろう
か
。す

な
わち
目
然
科掌
己く
に
中物
掌
に
お

い
て
、近
頃
全体
訥、
有
磯体
説
等
々

從
坐
の磯
籔
舗
の矛
眉
を
兎
服し
よ
う

と
し
で新
し
い
努力
か
現
わ
れて
い
る

こ
き
、弁
証
法
か新
し
い
認識
の
武器

と
し
てと
り
あ
げ
られ
て
い
るル
イ
セ

ら
仕
万
であ
る
。
こ
れは
ソ
圓
盟の
新

し
い
生
薦嫁
式
か
ら隈
る
も
ので
あ
ろ

弓
が
、箕
瞼
の
新
し
い形
態
でも
あ
り

仮
睨
の新
し
い
臓
証方
法
で
あ
るこ
と

と
問
題提
出
の
廣
ざ
が
注
目に
便
ず

る
。

こ
れ
らの
ご
'ば
理在
の
わ
η岡
の
目

然
糾
掌
のド
イ
ソ
的性
格
を
考え
る
と

き
反
省
の新
し
い
材料
を
興
えて
く
れ

るも
ので
な
か
ろ
うか
。
科
学
昌身
の

あ
り
方
に関
ず
る
一の
解
答
とし
て
も

茨
た
翼
瞼の
方
法
ど結
果
に
関し
て
も

ン

"
2
学
説
に
対
し
て
・
そ
の
輿
験
晒
礪

、
一
考
を
要
す
る
。
現
在
自
然
科
掌
の
研

巽
の
不確
巽
ざ
の故
を
も
つて
決
し
て

冷
訟
な態
匿
を
と
るべ
冑
で
はな
い
と

い
ら
こ
とご
あ
るo

鯖
㍉
の点
に
つ
いて
騎
え
.
み
」ろ
o

リ
イ
ゼ
ン
ー掌
睨
の入
窟
ム籍

の
一

つ
は
臥汎
な
ソ
岡盟
農
顎
宇
颪と
の
凹

凄
的
結合
で
あ
る。
絶
え
す
問題
を
匿

い
生
齢過
程
の
なか
に
遂
四、こ
れ
を

合
理
的
に鍛
嗣
し
、言
ら
に
その
結
果

を
生
産過
桿
の
な
かに
働
証
ず
ると
い

究
に
携
わ
つて
い
る
われ
わ
れが
、
徒

に
殴
備
の不
十
分
、仕
"
の
不
自由
を

か
ご
ち
、外
國
の
砺
やか
さ
を恨
む
よ

り
は
、
自魅
糾
掌
の本
当
の
あり
方
と

現
る
の
根本
問
題
の
斬札
を
反
省し
て

正
し
い
科学
の
確
∬
へと
努
力
すべ
箔

で
あ
る
時に
、
ル
イ
セ
ンコ
掌
説が
わ

れ
わ
れ
に示
し
て
く
れた
数
々
の問
題

は
雷
過
しえ
な
い
と恵
う
。
(餓喬
は

東
大
理
掌部
大
掌
院
学宇
)
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魔
に
よ
つて
或
程
度
まで
御
源
出巫
る

厭
され
て
い
ただ
ろ
うし
、
從
つ
てこ

不
畔
碩で
あ
る
。し
か
し
選華
に
勝
つ
体
こ
ん
な
こと
が
肩り
得
る
こ
とだ
う

もの
で
あ
る。
そ
ん
なこ
と
を
うそ
ぶ

の
度の
ご
と
3不
宰
は免
れ
潟
て
いた

た
政
府の
地
盤は
微
動
だ
にせ
ず
、
彼
う
か
。
もち
ろ
ん
これ
は
特
別な
例
で

いて
も
壁画
を
失
っ
た
不宰
は
些炉
も

か
もし
れ
な
いと
さ
え薯
え
得
る
ので

等
の
面
に々
は勝
利
の
訴
ぴこ
そ
あ
れ
あ
る
の
かも
し
れな
い
。
こ
れは
輿
際

三

田

博

雄

軽減
さ
れ
るよ
う
な
こと
は
な
い。
壁

あ
る。
模
写
をし
て
い
る噛
家
に申
駅

一片
の悲
痛
の色
も
見
えな
い
今
は
失
に
僕
の
口よ
り
質
問を
発
し
、自
ら
の

(】)

は鑑
い
な
か
つた
が
、
これ
を蓮
命
の

画
を
失
つた
だ
け
で
不宰
は
充
分
大き

な
いな
ど
」濾
面
も
な
く誉
つ
て
いる

わ
れし
此
の
壁唾
の
か
つて
肩
せ
る
塾
日γ
貢
を以
て
確
興に
見
聞し
た
儒
わ

猟
難

羅

難
鑛

羅
鞭
隷

講
騰鋸

鰐欝

難
雌灘
灘
襯騨
鱗講

灘

鐘

らざる恥冥である。肇
によ

つ
て
パ
レ
ンパ
ン
や
コタ
28
ル島
の
名

と
　

とを
　
つた
　
　
や
　く
の
チ

難
羅

難
麟

ξ

ユー
ス

近難

攣

犠

騰

難
　難

難
聡
燃難
凪鵬

灘
灘

騨
糠
鱗
鞭

躰
蓬
わ
芝
。

甲
の奪

あ
る参

そ
ぞ
。
篠

も
ろ
蓉
に
よ
つ
て罐

窪
毒

ε

嚢

}示も
み
せ
なか
った
。新
聞
は
た

生

活

ε
意

識

の
統

一
へ

掌
の
肚会
的
性
格は
、
ム
セイ
オ
ンの

的
崎
騨
もあ
と
を
紹
つて
い
る。
ヘ
レ

僕は
薙
然
とし
た
。
それ
は
か
の鰹
職

鍵
講

嚢

凋叢

墾
簾
跡難

難

馨

鍾
瀦
の蕪
㏄馨
慧
難
難

雛

鰹
串講
瀦
鐸
聲
難

難

響
隙覇擁

洞

野

漣

ニ

ス
の渥
命
観
のう
ち
に
その
一蠕
をう

れ
る
であ
る
う
o

+分
予
朗
され
て
い
たこ
と
で
あり
鶴

い。
し
か
し思
わ
ざ
る
些か
の
一過
失

の幸
で
あ
る
とい
う
の
であ
る
。
佛像

た
も
ので
は
な
い。
そ
の
窟陳
で
は
竃
ず
ぎ
な
い。
嚇
の
農
脚よめ
雷え
ぱ
、

こ
ん
にち
國
民大
衆
の
生
活
力、
甫

この
よ
う
嫉汰衆
生
活
の窮
乏
が、
そ

か
がう
こ
と
がで
き
る。

(二
)

酋
さ
れ
て
いた
も
ので
あ
つ
た
から
。

をし
て
此
の
世紀
の
悲劇
た
ら
し
めた

は
久し
6
以削
よ
り
剛
の棟
に
躍
はれ

ろ
健利
堂
あ
た
り
の複
製
の方
が
葵
は
國
内
的な
疑
獄
事
件な
ど
と
は比
殿
し
わ
め
て
窮
迫し
て
い
るこ
と
は
何び
と

のま
」日
本の
政
治
の
上
に反
映
され

「もし
不
定
の時
ま
たは
多
く
の世
代

と
こ
ろで
宙
典期
の
ヘ
ラ
ス人
、
ト

そ
し
て
此
の両
轡
は質
的
に
丸
で異
つ

も
のは
果
して
過
失
と
杯し
碍
る
もの

て
いた
も
の
であ
る
。
孚柄
に
は
なら

ど
れだ
け
正
確
であ
り
、
逆の
危
瞼
も
得
べ
き
こ
とで
は
なく
、
登
世界
に
向

も否
足
し
得な
い廓
巽で
あ
る
。
この

て、
大
衆
の
味方
に
な
つて
は
た
らく

で
は
な
く
て、
ζ
れ
に先
立
つ
五〇

ウ
キ
昌デ
ィ
デ
スト
に
と
つて
、
薩
の

て
い
た
。

で
あろ
う
か。
凡
ゆ
る嘔
顧
に
噸ず
べ

な
い。
金
堂
の鍾
物
は
、た
と
え
灰塵

そ
れだ
け
少
い
司
能
性
をも
つて
い

つて
さ
ら
に過
去
及び
將
鰹
の
全人
類

こ
とは
大
衆の
ひ
と
りぴ
と
り
が
痛惜
'政
治
家
が
國会
の
ス多
数
を占
め
ると

嵩

だ
け
を
と
つ
で
み
る
な
舞

人
か
壽

の
努

と
称
し
た
も
の
は
い

譲

魍
ま

♀

=
三
霜

も
の
長

男

全
の
万
饗

果
し
て
穆

ら
れ
吃

篇

し
て
も
・
そ
の
簑

上
図
面
や
写

る
・
甦

そ
薙

ら
ば
と
う
の
匿

刀

に
対
し
て
ひ
奮

屡

響

べ
豊

大

し
て
い
る
き

ろ
で
あ
ろ
う
・
し
か
し

い
鹸

漕

な
つ
て
い
る
か

こ
い
蔭

人
は
そ
の
う
ち
に
潤
命
の
威
力
の
荒

=
…
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・。…
:
≡
一一

残
念
な
が
ら
そ
う
は
な
つ
て
い
な
い
。

れ
狂
う
の
を
認
め
削
る
で
あ
ろ
う
。

微
生
物
学
教
室
11
奇
々
怪

々
な
細
菌

授
、
胸
部
外
科
で
有
名
な
胃
棚
敢
授

ぴ
と
は
、
ひ
そ
か
に
蕃
滝
に
捧
げ
ら
れ

ら
れ
る
。
ど
こ
か
の
製
薬

会
融
の
人

は
、
水
理
掌
の
石
陳
教
授
、
億
造
力
学

工
学
部
長
西
村
敢
授
の
冶
金
物
理
、
冶

の
亀
#
取
授
は
乾
燥
掌
の
世
界
的
榔

大
袈
の
ヒ
蒲
の
理
冥
と
穴
衆
の
も
つ
て

五
〇
年
雨
に
、
も
し
何
ら
か
の
岬
が

牒
.

擾

'

二
.

増

3

●

の
窪
用
に
機
構
に
竃
子
顯
微
鯛
を
向
け

艘
痛
の
近
藤
敦
授
を
、
そ
の
擁
ま
ざ

た
日
常
を
博
ん
で
い
る
。

が
、
有
機
藥
化
学
の
冨
田
敢
授
蟹
を
訪

の
小
西
敢
授
、
施
工
法
の
石
原
数
授
、

金
化
掌
、
他
に
沢
村

、
辣
田
、
久
島
・

威
で
あ
り
・
甲
川
教
授
の
高
圧
装

胃

い
后
敷
譜
留
識
と
の
あ
い
だ
に
は
な
お

難
難

並既鵠
騨
羅
糞
離
難

難
鱗瀞灘
懸
鞭
灘
羅
蕪
熱灘

灘
離
へ撫
欝

辮
繍
麟
灘
灘
翻
難
羅
羅

糠
韓
難
難
糠
講
灘
灘
譲
羅
撚灘難
難
難
藻

繋
繋
　難
灘 に

い
た
るま
で
反
対
の意
志
住表明
し

た
」
め
、そ
の
徳
賦
鋼は
交
部
省を
中

心
と
して
脳
密
裡
に再
穣
酎
さ
れ、
そ

れ
が
近ぐ
國
臼
に
出
され
よ
う
とし
て

い
る
。

新
しく
出
さ
れ
よう
と
ず
る
広嘉
小

い
か
な
るも
の
で
ある
か
は
知り
碍
な

い
が
、と
こ
ろ
で
問圏
は
大
学法
に
対

す
る
反対
薄
動
の
在り
方
で
あ
る。
同

じ
く
大掌
関
係
属
であ
っ
て
も、
反
対

を
唱
え
る立
場
に
二
つ
の
も
の
が
あ

る
。
その
一つ
は
大掌
の
特権
と
い
う

か
大
掌人
の
優
蔵感
に
根ざ
し
て
、
そ

れ
を
傷け
ら
れ
るこ
と
に
対ず
る
反
儲

か
ら
反対
を
喝
え
る亨
協
で
あり
、
こ

の
ウ場
は
何
も
敢授
や
助
敢投
に
か
ぎ

ら
ず
、其
他
の
研究
看
に
も大
掌
隼
自

身
のな
か
に
も
かな
り
弱
く認
め
る
こ

と
が
出拠
る
。
い次
}つ
は大
掌
の
瞬

禰
を守
る
こ
と
に終
始
しな
い
で
、
も

つ
と跣
く
こ
の
間闇
を
大
衆の
生
活、

日
本の
交
化
水
踏に
悶
ず
るも
の
と
し

て
理解
し
、
大
掌法
猷
凋
か大
掌
疋
お

け
る芯
礎
晦
研
究を
照
調
し・
大
掌の

財
政閤
鱗
礎
紀弱
捧
化
し
、大
艶め
海

営
を冒
僚
と
学
校ボ
ス
の
‡に
委
ね
る

と
な
るこ
と
に
対し
て
、
これ
は
蹴
に

λ攣
目体
の
問題
で
あ
るは
か
り
でな

文、
日
本
の
人民
大
衆
の交
佑
永
魑
を

引下
げ
、
掌
間を
大
梨
些活
の
向
上
に

殴
立て
る
の
では
な
く
、逆
に
掌
問
を

大
衆の
低
い
生活
糧
度
のは
う
に
一致

さ
せん
と
ず
る
とい
う
より
も
、
むし

ろ学
問
と
交
化
を慶
ず
る
一人
の
人民

と
して
こ
れ
に抗
議
ず
る
とい
弓
の
が

蛸
二の
立
鰯
であ
る
。

O

O

わた
し
は
こ
のう
ち
どち
ら
の
窟鵬

に
立
つ人
が
大掌
の
な
かで
よ
り
多
い

か
に
つい
て
は明
ら
か
に
し帽
な
い
o

し
かし
い
ず
れ
にし
て
も
雪
いう
る
こ

とは
、
民
中
々
義趾
会
ご
は大
衆
揮
動

にま
で
発
霧

鳳い
よう
な
な
ん
ら

か
の瀬
動
は
、多
額
の
週
動費
凌
つ
か

つて
「寧
弼
吋腔
」
で
も
し
ない
か
ぽ

0、
成
功
の
可
能性
に
乏
し
いと
い
う

こと
で
あ
る。
ごの
巌
脈ご
特
榔
窟
細

や隈
砥
感
に
まと
い
つ
かれ
て
い
る諏

動は
、
購
に
政治
家
の
み
なら
ず
大聚

自身
に
よ
つて
鋤
剤
さ
わ拒
蛮
ぐれ
る

に至
る
ご
あ
ろう
。

大掌
法
の
閃題
は
、
こ
れま
ご
仏
躍の

逐修
審
謝
や廟
一案
、
恥
一一鑑
な
と
と

いう
修
正
累
の作
威
に多
く
の
カ
カげ

がれ
て
き
た
か、
も
し
もr
う
した
や

り方
に
と
"
まる
限
の
、・てれ
は
尚帥

を穴
掌
人
の
自臼
保
厚的
な
本
馳の
柚

足
や法
儒
拷施
的
な
即微
い
に
8り
替

えて
し
ま
う庖
瞼
性
力な
い
と
は魯
え

な
い
。
の
み
砿ら
ず
間題
は
極
めて
切

適
し
て
い
るに
も
弼
らず
、
これ
て
対

し
て
有
効
に働
膏か
け
る
靖
朗
を矢
つ

て
し
ま
うこ
と
巴
も
砿る
で
あ
ろう
。

も
し
も大
掌
人
がぺ
学
だ
け
r嘘
野

を
限
定
しで
、
し
かも
例
ら
かの
短
権

意
識
や優
越
感
に安
配
さ
れて
い
た
と

し
た
なら
ぼ
、
大掌
法
試
契で
ず
ら
が

た
で磁
と
し
て
い
為民
茅
属々
的
な
大

基 礎 科 学
第8号

難
諜
書
讐

物
理
現
象
と
旦
命
現
象

岡
小
天

嚇
驚
灘

学観
に
対
抗ず
るこ
とは
出
聚
な
いで

あ
ろう
。
從隈
の
大
掌
がも
つ
て
いる

封翅
性
と
冒僚
性
、
こ
れを
倣
医
飽に

自己
批
劉
ず
るこ
と
な
しに
は
、新
し

い大
掌
の
在
り方
は
ど
こに
も
求
めら

れな
h
の
では
な
い
ごあ
ろ
弓
か。

O

O

こん
に
ち
大衆
の
生活
と
奮
臓
の砒

反は
、
ま
だ
恨張
い
も
のが
あ
る。
と

こ
ろで
穴
掌で
研
究
され
る
科
掌
や捜

備
は
、
こ
れと
一体
いか
に
関
墨ず
る

もの
で
あ
ろう
か
。
あ
るい
は
科掌
や

技
輌
は
そ
れ自
体
とし
て
研
究
され
ゐ

償
値
が
あ
るの
で
、
か衆
の
生活
や
融

会
や
政
冶
とは
無
剛
係の
も
の
でな
け

れ
はな
らな
い
の
で
あ
ろう
か。
大
学

法
は
こ
の
問題
に
た
いず
ろ
回答
を
大

掌
人
た
ち
に迫
つ
て
いる
。
われ
わ
れ

は
今
や
身
を崩
つて
こ
の
撰
題
に答
え

る
べ
き時
期
に
際
会し
て
い
る。(筆
者

は
京
大人
文
科掌
研
究
所
助敦
捜
)

焚
董

巽
彙

新
村猛
囲長
の
も
とに
特
色あ
る
掌
嵐

を
粉
る京
都
人
文業
園
で
は、
二十
四

年
匿
入学
活
開
喬を
源
堀
ず
る

同
校
は新
制
高
按卒
業
生
を入
掌
質
格

と
ず
るが
、
鷲
に
くれ
と
同程
暖
の
学

力
あ
りと
囎
め
る青
の
入掌
を
許
可し

て
お
り、
修
掌
年限
は
一コ年で
そ
の内

卒
藁碗
の
一辱
は職
鎭
敢
禰を
含
む
自

由
廓
攻の
期
間
に兜
て
られ
る
、
亮
饗

学
課
の
響

は
そ
れ
ぐ

一般
鋒

(新
村猛
)
鈎学
醜
理
(久
野
牧
)
㌫

済
(胃
山
秀夫
)
日
本
史
(藤
谷
俊

雌
)な
ど
こ
あ
る

檬凝

罐
す教

 

京
都
大掌
で
は昭
和
二
±
コ年
麗
内
に

次
の
五教
拶
力
停年
退
冨
ξ
るこ
と
に

な
つた

悶
本
赴
工
掌
部昭
厄暴
【一講
座
響
ヨ

大
正七
年
京
大
肋励
授
に
脱任
今
日

に
至
る
「竃
執溶
接
法
」零
の
蓄
《

が
あ
る

国
藤
恭
怯
宰
部
法助
学
担当
、
大
正

十
一年
東
大
助敢
戒
蹴
任昭
和
八
年

滝
川恥
件
で
辞
畷し
た
こ
は̀
腐
名

で
あ
る、
昭
和
=十
一年東
六
99照

大
阪商
大
酌査
理と
蟄
呼
「鈎
簡、・と
法

鶴
諺と
の
変
搾」
等
法
型
軍圏
係
で

の
他國
蔭
法
関係
の
署
嵩
ム多
い

本
田麟
糞

叉
墳部
角
掌
唱印
取
哲
¥

ゐ
よぴ
文
皐
叫気
訥
梵
交
の
=講
嘆

担任
、昭
和
四
年
東大
講
師
とな
り
、

その
間
交
学部
長
に
任
ぜら
れ
た
、

著画
に
は
「法
華
経
概論
』
そ
の
他

大畢
施
門
度
掌
部
佛
交学
科
担署
大

正十
年
泉
大助
敢
授
に蹴
任
、
バ
ル

ザ
ソク
研
究家
と
して
署
名
で
あ
る

「ノ
ラン
ス
近代
作
家
」§
の
習
霜が

あ
る

羽
郎葉
孝
農
学
部
畜
牽掌
担
当
棄
穴

卒藥
後
農
恥誠
瞼
鵬良
を
駆
任昭
和

十三
年
某大
叡
授
に任
ぜ
ら
れ
今
日

に至
る

ソ
ヴ
ェト
生
物
学
論
争

鶉
墜

薯

礎
盗
窮
罫
膿
魁
鶉
ッ欝
燃縫
翻毬
伽

堀擁
覇
獲
翻
熱
誹
聾
コ議
蚕
隣
"繊

捕

虜

通

訳

記

款
盤
ン
南
麺
郎署

轄
懸
羅
響麟
叢
難
踊騨 ナウカ肚㈹
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璽
灘
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譲
馳
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弁

証

法

=
月刊

◎
〃

m

理
論
と
実
践

=肩
刊

房
織

書
畿

三
腰磁

刊
創

造

詩

新
残
薄
膝
擢
樵
梅
欝
噌
鰹

徽軸騎

ー

原邑
箕眞
;
十五
集
ス凝
華
版
ー

発 売一

創整体 霊見賓　 　

造灘育霧曙

の籔 の警

蒙繹
A
5
判上
製

償
二
五〇
円

理
蜷
鰯
上。
瑚

餌
三
五〇
円

理
鋸

鋸

育
㎜
鑛

ぱ 　 ぼが 　カ　　　金 子 書 房

誕
生
す
る
夜
間
大
学

一一
四
月か
ら
新
掌制
の
実
施
に当

騨

菱

再
酸
・
馨
霞

嗣
撰
、
学
甦

の
A彪

な

 ど
穴
巾
の
改正
を
決定
、
=
月
八
日新

猫
想
を
発表
し
た
望な
点
は
次
の通
り

◇
校
舎
移
叫問
題
は
経済
学
部
(現
群
P

騨
)
を
今昂
川
按
禽
へ移
騨
、
そ
の後

に
男
子
副校
を
つ
く
る

◇
敏
商
護
の
フ
ルに
活
用
ず
るた
め

全
掌
園
に
二部
制
を窯
施
し
、夜
間
大

掌
を
開
段

◇
大
掌
研署

の拡
張
の
た
酌此
繹
寮

を
こ
れ
にあ
て
る謬

春
風が
吹
け

は桶
屋
が
は

や
る、
卒
糞

期
にな
れ
は

質屋
が
は
や

る
。東
大
掌
内
のあ
ち
こ
ち
に爆
近
非

富
な
勢
で
い
ろ
ん
な
物
を
闘
却
ず
る

紙
8れ
が
貼
られ
出
し
て
、公
用
濁
示

板
凍
で侵
ス
ず
る始
末
。
と
ころ
が
何

処
も
同じ
金
づ
欧り
で
一向
に買
手
が

つ
か
ず
「授
集
料靹
入
の
ため
縣
醐
的

投
費
」と
い
う
う
た
い
交
句
が
大
流

行
。
と
ころ
で
漂疋
授
麺
料
が上
る
張

年
の
卒
蒸崩
に
はど
ん
な
新
手が
現
わ

れ
る
やら
。

◆
市
内
某新
制
甲掌
に
数
鞭
を
と
つて

い
る
交
掌部
の
東
天掌
生
先
生
(?
)

去
る
日敢
壇
で
う
つか
り
「よ弓
や
く

試
瞼
も
ずん
た
から
、
今
蔑
の日
昭
日

に
は
映
画で
も
親て
く
る
。」と
口を
ず

べ
ら
した
と
こ
ろ
、そ
の
日
昭
日の
留

守
中
敦
え子
の
一人
に
マ
ン
マと
「露

輿
」
に
入ら
れ
、哉
郷
よ
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